
は
、
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
山
梨
県
中
北
林
務
環
境
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
す
る
区
域
　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
築
地
新
居
字
大
島
千
百
九
十
九
番
一
の
一
部

二
●
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類
　
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

三
　
指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
指
示
措
置
　
地
下
水
の
水
質
の
測
定

山
梨
県
告
示
第
三
十
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
白
根
地
区
上
八
田
第
２
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と

お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
縦
覧
書
類
　
換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
八
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所
　
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所

四
　
審
査
請
求
期
間
　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
四
月
十
二
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

一
般
国

三
百
五
十
八
　
甲
府
市
中
畑
町
字
滝
戸
原
一
一
一
一

五
二
〇
・
〇

平
成
二
十
九

道

号

番
一
地
先
か
ら
　

年
三
月
一
日

甲
府
市
右
左
口
町
字
城
越
六
六
六
番

三
地
先
ま
で

目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
救
急
病
院
等
の
認
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
三

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
要
措
置
区
域
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
三

○
換
地
計
画
の
決
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
三

○
道
路
の
供
用
開
始
（
四
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
三

公
　
　
　
告

○
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
四

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
十
三
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
在
地

石
和
共
立
病
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地

二
　
認
定
期
限
　
平
成
三
十
二
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
告
示
第
三
十
四
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
が
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た

め
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

五
三

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
九
年

二
月
二
十
七
日

第
二
千
六
百
七
十
六
号

月　曜　日



山
梨
県
告
示
第
三
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

甲
府
精
進
湖
　
甲
府
市
小
瀬
町
字
北
屋
敷
三
八
〇
番

一
六
六
・
六

平
成
二
十
九

線

五
地
先
か
ら
　

年
三
月
二
日

甲
府
市
小
瀬
町
字
北
屋
敷
三
三
五
番

九
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

一
般
国

百
四
十
号
　
　
山
梨
市
南
字
片
瀬
二
八
六
番
一
地
先

二
一
八
・
八

平
成
二
十
九

道

か
ら
　

年
三
月
一
日

山
梨
市
南
字
コ
ブ
ケ
三
五
六
番
一
地

先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日

ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

大
野
夏
狩
線
　
都
留
市
鹿
留
字
馬
場
五
六
八
番
三
地

一
三
・
七

平
成
二
十
九

先
か
ら
　

年
二
月
二
十

都
留
市
鹿
留
字
馬
場
五
六
八
番
三
地

七
日

先
ま
で

公
　
　
　
告

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
農
用
地
利
用
配
分
計
画

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者
　
　
　
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称
　
居
住
し
、
又
は
所
　
所
在
　

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

在
す
る
市
区
町
村

松
本
重
崇

甲
府
市

中
央
市
高
部
字
明
治
百
十
二

一
、
〇
一
五
・
〇

番中
央
市
高
部
字
明
治
六
百
九

九
七
六
・
〇

十
一
番
一

中
央
市
高
部
字
明
治
百
三
十

八
二
九
・
〇

八
番
一
外
一
筆

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

五
四



中
央
市
高
部
字
明
治
四
百
十

一
、
八
一
五
・
〇

三
番
外
二
筆

中
央
市
高
部
字
明
治
六
百
三

五
〇
三
・
〇

十
八
番
一

古
矢
昌

山
梨
市

山
梨
市
上
栗
原
字
堀
田
五
百

二
、
一
四
七
・
〇

四
十
五
番
一
外
一
筆

竹
川
秀
樹

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
杣
口
字
上
杣

二
、
一
二
七
・
〇

口
二
千
二
百
七
十
三
番
一
外

三
筆

有
限
会
社
山
梨

山
梨
市

山
梨
市
三
ヶ
所
字
新
町
東
八

一
、
五
一
三
・
〇

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

百
十
三
番
外
一
筆

ン金
子
師
行

山
梨
市

山
梨
市
中
村
字
梅
ノ
木
塚
五

一
、
五
一
二
・
〇

百
八
十
番
一

高
野
弘
法

山
梨
市

山
梨
市
上
栗
原
字
小
市
平
千

七
三
六
・
〇

百
五
十
二
番

大
澤
利
嗣

山
梨
市

山
梨
市
上
栗
原
字
小
市
平
千

一
、
九
八
五
・
〇

百
四
十
四
番

宮
澤
四
郎

山
梨
市

山
梨
市
上
栗
原
字
西
田
五
十

一
、
〇
二
九
・
〇

一
番
二
外
一
筆

清
水
俊
英

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
窪
平
字
東
林

二
、
九
四
六
・
〇

千
五
百
五
十
一
番
二
外
三
筆

豊
永
久
幸

山
梨
市

山
梨
市
北
字
西
明
見
四
百
十

一
、
四
九
九
・
〇

六
番
外
二
筆

窪
田
今
朝
富

山
梨
市

山
梨
市
南
字
滝
ノ
平
千
四
百

九
七
八
・
〇

九
十
九
番
一

保
坂
典
利

山
梨
市

甲
州
市
塩
山
赤
尾
字
神
之
木

二
、
二
五
〇
・
〇

八
十
八
番
外
一
筆

町
田
陽
平

山
梨
市

甲
州
市
勝
沼
町
菱
山
字
北
重

六
四
五
・
〇

蓮
五
千
百
九
十
五
番
三

横
森
公
毅

韮
崎
市

韮
崎
市
穂
坂
町
三
ツ
澤
字
三

五
、
三
〇
八
・
〇

石
三
千
三
百
六
十
番
外
三
筆

藤
田
和
久

南
ア
ル
プ
ス
市

北
杜
市
明
野
町
上
手
字
永
井

二
、
五
三
八
・
〇

原
一
万
千
七
百
十
五
番
三

相
川
大
地

南
ア
ル
プ
ス
市

南
ア
ル
プ
ス
市
下
今
諏
訪
字

一
、
二
一
四
・
〇

森
南
百
十
一
番
一

浅
川
辰
一

北
杜
市

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
金
生

二
、
二
〇
二
・
〇

三
百
番

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
天

三
、
〇
九
八
・
〇

神
二
千
六
百
五
十
八
番
外
一

筆

小
清
水
元
一

北
杜
市

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
石

四
、
四
六
三
・
〇

堂
八
千
二
百
四
十
番
八
十
二

中
嶋
勇
一
郎

北
杜
市

北
杜
市
白
州
町
台
ヶ
原
字
西

五
、
〇
二
二
・
〇

久
保
三
百
十
三
番
外
七
筆

富
岡
伸
明

北
杜
市

北
杜
市
小
淵
沢
町
字
下
八
里

八
、
七
九
四
・
〇

田
九
千
五
百
二
十
七
番
一
外

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

五
五



三
筆

北
杜
市
小
淵
沢
町
字
下
八
里

四
、
八
二
七
・
〇

田
九
千
五
百
三
十
二
番
外
二

筆

浅
川
浩
史

北
杜
市

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
五
里

一
、
八
三
九
・
〇

畑
五
千
二
百
八
十
九
番

農
事
組
合
法
人

北
杜
市

北
杜
市
須
玉
町
下
津
金
字
下
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